 　　　北朝鮮強制収容所体験者家族からの訴え

“海を超えたその先に待っていたのは強制収容所！”

〘NO FENCE総会の二部では、当会の顧問でもある芝田弘之さん・金民柱さんの講演会が行われました。〙

【司会：宋　允復（ソンユンボク）（NO FENCE事務局長】

　これから講演会を始めたいと思います。

最初に芝田孝三さんについてですが、芝田孝三といってもご存知ない方がいらっしゃると思います。１９６０年代初頭、帰国事業で北朝鮮に渡られた在日朝鮮人が多数いらっしゃいますが、その中で、日本人妻というお話はよくお聞きになっていると思います。

　ただ、その中に日本人配偶者として、日本人夫という方もいらっしゃいます。当時、日本人社会の中で大変話題になりました。中央官庁のエリート官僚だった方が、在日朝鮮人の女性と結婚し、北朝鮮に渡られたということで非常に話題になりました。この方が、そのまま北朝鮮で大変な境遇の中に入れられて行ったという詳細を、改めてその方のお兄さんであります芝田弘之さんから証言をいただきたいと思います。

【芝田弘之氏】

　芝田でございます。芝田孝三は、私の一番下の弟でございます。今日お話しする内容は、何故北朝鮮へ行くようになったのか。そして、北朝鮮でどんな仕打ちを受けて、どのような扱いをされたかについて配布資料に沿って申し上げたいと思います。

（芝田家に一族）

　芝田家はどんな家かということですが、父母、子供六人（女三人、男三人）で、私が長男ですが、生まれた順番は三番目です。一番下の三男に芝田孝三と書いてありますが、１９３０年生まれ。私は１９２４年生まれで六歳違いです。

　私の略歴を申しますと、目黒生まれ。１９４６年終戦の翌年の９月に大学（東大）を卒業しました。本当は中退し、弟達と一緒に北海道に農業をするために移住しようかとも考えましたが、親兄弟が、

「あと一年で大学卒業だから東京に残れ、俺達は北海道に行って農業をするから」

ということで、私だけ楽をして大学を卒業しました。私は、大学卒業の翌年の２月から１９５８年７月まで南洋暮らしをしていました。これは、私が長男で、出稼ぎをしなければいけなかった。姉は嫁に行っていないわけですが、母親と弟、妹を養わなければいけないということで、出稼ぎが第一の目的で、終戦直後パスポートもないときに、南洋に渡って鉱石採掘の仕事をしておりました。年に一回くらい日本に帰っていましたが、１９５８年からやっと定職に就けるようになりました。主に金属関係の仕事をしていて、ステンレス作りが得意な分野でした。

１９９３年に弟のことが急に話題になったので仕事をやめ、名古屋から東京に戻ってきました。

（芝田孝三の略歴）

　１９３０年生まれで、１９３１年から、一家は田園調布に移り１０数年暮らしました。父親は早死にし、１９４５年に親戚に食料を援助してくれる人がいなくなったから、当時、孝三は満１歳、上が１４から１５歳で、乳飲み子から女学生を抱えて母親が頑張ってきました。終戦直後どうしても食べていけなくなりました。当時私は、あと一年で大学卒業だということで、私は東京に残り、他の家族は北海道の富良野に移住しようと終戦前に決めていたのです。北海道の富良野に行くときに終戦になりました。

　北海道で汽車に乗ったら、貨車を各駅で少しずつ外していくんです。この貨車は何駅止まりだというふうに。食料の疎開の仕方、全く未知の富良野にいて農業に従事するわけです。

　母親、三女の和子、次男の利行、三男の孝三が移住しましたが、１９４８年には、学校に入り直したいと言って、東京に戻り学業を再開することになりました。

　孝三は北海道から帰ってきた当時は入る学校がなく、京葉中学を経由し１９５３年３月、都立西高校を卒業しました。１９５７年３月、東北大学文学部心理学科を卒業し、労働省に入省しました。労働省は唯一の心理学専門者を採用する役所だったそうです。

　入省後１年程で地方回りをさせられ、香川県庁の職業安定課に配属され、１９５９年１２月に朝鮮籍の申性淑さんと結婚しました。１９６０年１月に第６次帰還船で北朝鮮に渡りました。

　私と母は見送りに行きましたが、当時マスコミがあまりにも多くて、私は船までは行かなかったので、申性淑さんの顔を知りません。

（申性淑(シンソンスク)さんの略歴）

　中国上海生まれ。

父親が朝鮮人で、ガーデンブリッジでタクシー業を営んでいて、かなり裕福に暮らしていた。

母親は中国人と日本人の混血で、性淑さんは上海租界にある上海第２高等女学校を卒業し、一時上海で教員をしていましたが、日本へ渡航し、高松に移住することになった。

　性淑さんは朝鮮籍の前夫と結婚してから高松に来たのか、高松に来てから結婚したのかはわかりませんが、前夫との間に子供が二人いました。１９５６年に前夫が亡くなって、高松市内で二人の子供を抱えて小料理屋を始めました。そこで弟と出会い結婚し、第６次帰還船で北朝鮮に行くことを決めたそうです。

　北朝鮮に行くことについては、性淑さんが決めたことなのか、孝三が決めたことなのかはわかりません。当時、孝三は雑誌にいろいろ寄稿していましたが、その寄稿の中には、明らかに間違いであることも寄稿手記として掲載していましたが、その手記によれば、どっちが言い出したのかというと、「子供二人を幸せにするために」ということで、奥さんの願いに孝三がついて行ったとのことでした。

　また、孝三は、「北朝鮮の経済回復に寄与するのだ、北朝鮮のために貢献するんだ」という勇ましいことも書いてありました。

　こういうことが北朝鮮へ渡る原点にあると思います。

（孝三の育ちと朝鮮との関係）

　田園調布に孝三が当時住んでいたときに、多摩川縁に日本人住宅街とは対象的なバラックの朝鮮人部落があり、朝鮮人の暮らしをじっくりと見る機会がありました。父親は既に亡くなっていましたから、家を人に貸したり、朝鮮人青年医学生が下宿したこともありました。この医学生は日本名で通していましたが、手紙の宛名が朝鮮名であることがわかり驚いたということがありました。孝三はこの医学生に可愛がってもらっていたという接点がありました。

　そして、北海道に行って日銭を稼ぐために、朝鮮の方が劣悪な労働環境で働いている炭鉱に炭鉱夫としてアルバイトに行き、完全に朝鮮籍の人との接触をもちました。それから、私達は農業をする仕事を考えないといけなかったのですが、その時に少しずつ国へ帰ろうという朝鮮籍の方たちが出始めていました。

　１９５０年頃からそういう人が出始め、北朝鮮籍の人は、「日本では苦労したが北朝鮮に帰ればもっといい生活ができる」ということで、家財道具、農機具、畑の耕作権等を全て譲って帰っていきました。北朝鮮はそんなに魅力のある国なのかと、これから自分達が買おうと思っている畑というのは北朝鮮より劣るのかなという感じを持ち、また、労働環境から、朝鮮人は可哀想な民族だと感じたそうです。

　香川県高松の職業安定所に行って、朝鮮人の職業安定についても面倒を見ないといけないのですが、これについても日本人割り当てが先なのか、朝鮮人の割り当てが先なのか、職業の割り当てについても不公平があってはいけないということで、非常に苦労したということでした。

　孝三が北朝鮮に渡ってから、手紙がいろいろ届いておりますが、母親が１９６４年に死ぬまでに握りつぶした手紙が沢山ありましたが、現在残っているものは、孝三が北朝鮮に渡ってすぐのものと、１９６４年北朝鮮当局に捕まった後に家に帰ってきて「もう日本に帰りたい」と書いた手紙が届いています。

　１９６５年１月３日には、奥さんから日本名「照恵」で、孝三は療養所にいっていると書いてある手紙が届いています。この手紙を見て怪しいと思ったのが最初でした。

　１９７４年１月１日に正月の挨拶を兼ねて、孝三と奥さんとの間に生まれた子供の３歳の写真を、本人が１２歳のときに送ってきた。しかし、本人は日本語を書けないのに日本語で書いた手紙が届いているというおかしなことがありました。

（音信不通以降のアクション）

　孝三が音信不通になってから、こちらもアクションをとりましたがうまくいきませんでした。そこで週間文春が、１９９２年１２月１０日頃、「日本人の東北大学卒のエリートがスパイ」という記事を掲載しました。私の家内が新聞の広告欄に掲載されている写真を見て「孝三に間違いない」と言ったので、私は書店に買いに走って見たところ、間違いなく孝三でした。

週刊文春に記事が掲載されたとたん、私の所に、田園調布小学校同窓生、東北

大学の同窓生、労働省の同期入省者から電話が掛かってきました。

　私は、週刊文春の記事を書いた木俣さんと接触することにしました。この記事の情報源は、黄龍水さんという現在中国北京に在住の中国人の方が話してくれたということでした。私は１９９３年の８月に北京に行き、黄龍水さんと会いました。

　黄龍水さんと会ったとき、黄龍水さんは、「本当は収容所の話で、きつい話をしなければいけないのですが、嫌な話はご存知でしょう」と、詳しく話してくれませんでした。黄龍水さんの話では、孝三はスパイ罪、黄龍水さんはスパイ申告罪で捕まったそうですが、そのほかにもう一人、韓国からオランダに留学しているときに拉致された韓国人留学生が同じ房にいたそうです。房の中で、「３人の中で先に娑婆に出た者が、お互いの家族に消息を知らせようじゃないか」という約束をしたそうです。

その約束を守ってくれた黄龍水さんは、釈放されて北朝鮮から北京に脱出して、北京の日本大使館、韓国大使館に行っていますが、日本の外務省から私の所には、何の連絡もありませんでした。

週刊文春がビザを申請し、韓国ビザが咲きに出たので拉致された韓国人留学生の実家に行きましたが、留学生の両親は、「北朝鮮にいくような息子はいない」と、会ってくれなかったとのことでした。

次に、黄龍水さんに会って当時の状況を取材し、週刊文春の記事になったということです。そして、黄龍水さんは、「日本に行きたい、芝田に会いたい」と言っていたことです。それで私は黄龍水さんに会い、この話を自分だけ聞くに留まらず日本の人に聞かせたいと思い、黄龍水さんに日本へ来てもらいました。

（司会：宋　允復と芝田弘之氏の問答）

問：黄龍水さんは収容所から北京に逃れますが、芝田孝三さん、韓国人留学生との約束を果たしましたが、弘之さんはそれから外務省とは連絡をとりましたか。

答：私は、黄龍水さんに会いに行くために外務省と綿密な連絡をとり、会見場所、通訳について打ち合わせをしました。

問：黄龍水さんに連絡をとったのは何年ですか？

答：黄龍水さんが日本と連絡をとったのは１９９２年からです。私は黄龍水さんと何度も手紙のやり取りをしました。

問：実際に黄龍水さんとお会いできたのは１９９４年ですか？

答：１９９３年で１９９４年には日本に招き、ホテルニューオオタニに泊まってもらいましたが、黄龍水さんがホテルで殴られてしまい、東京のあとで大阪に行く予定でしたが、「俺は怖くて北京に帰る」といって帰ってしまいました。誰が黄さんを殴ったかというのは察するしかありません。

（司会：宋　允復）

　この話を補足しますと、ホテルニューオオタニの部屋に清掃員の服装をした男がドアをノックしたらしいのです。黄龍水さんがドアを開けて中に入れた途端、いきなり殴られて、朝鮮語で、

「お前、何しに来た。死にたいのか。さっさと帰れ」

と脅されたそうです。それには黄龍水さんも驚いてしまい、本来だったら東京の講演の後に大阪でも講演をする予定だったのですが、予定を繰り上げて中国に帰ってしまいました。

【芝田弘之：黄龍水さんの子供３人が北朝鮮に拉致】

　黄龍水さんは何故殴られたかというと、北朝鮮の悪口を喋りに来たからです。それで睨まれて、彼はあわてて北京に帰りました。黄さんには息子が３人いるんですけど、「お前は日本で余計なことを言った」ということで、息子３人が北朝鮮に拉致されました。これをアムネスティーという団体が面倒を見てくれて助かっております。

（アムネスティーインターナショナル）

アムネスティーはNO FENCEと似た意味合いがありまして、囚人解放という意味だそうです。ここにピエールという人がいて、この人が非常に熱心に私達のサポートをしてくれました。

芝田孝三と曺浩平さんの家族についても面倒を見てくれています。

週刊文春の記事はすぐに英語で世界中に出回ることになり、それを見たピエールが私の所に来て、「これからあなたの助けをしようと思っているがいいだろうか」

と言ったので私は、「助けてください」という話をしました。

アムネスティーにはインターナショナルサブグループというのがあり、オランダ、南アフリカ、スウェーデン等、全支部に、「芝田孝三事件発生」という電報を打電するわけです。そして各支部が、北朝鮮政府にプレッシャーをかけるよう、各支部が対応をとれと、それぞれが北朝鮮政府に芝田孝三を救えというような抗議活動をしていました。

本当に、アムネスティーにはいろいろ助けていただきました。

１９９４年半ばに、「孝三は１９９０年３月１８日に列車事故で一家全滅」という報告が、国連本部の北朝鮮代表からアムネスティーのロンドン本部にありました。

何故回答が遅くなったのかと問い詰めると、「芝田は名前が変わっていたから探すのに時間が掛かった」ということでしたが、私に言わせれば、名前が変わっているはずがありません。黄龍水さんの話によれば、弟は、「日本に帰るつもりだから名前を変えるつもりはない」と突っぱねていたとのことでした。

それに列車事故にしても、端川(タンチョン)に引越しするはずなのに新義州(シニジュ)の方へ行く列車で死んだということでしたが、方向が違うじゃないかということです。

私は、ピエールに死因がおかしいと話したところ、ピエールは北朝鮮に行ってくれて、芝田の死因はおかしい、はっきりした証拠を見せろと言ったら、ビデオを見せられたそうです。ビデオの画面に芝田孝三と漢字で書いた、申性淑さんと子供の名前が書かれ、他は全部白塗りにしてあり、「これが死亡名簿だ、これで死亡したことがわかるだろう」と言ったそうです。ピエールは、これはお粗末で証拠にはならないと怒って帰ってきました。

そこまでアムネスティーは丁寧に調べてくれました。それと、東北大学を卒業した曺浩平さん、芝田孝三には死因の不自然さに似たところがあり、ピエールと「おかしい」と話したことがあります。

それと、フェンス（強制収容所）の中の話では、弟は、最初どこに入れられていたのかはわかりません。最後にいたのは勝湖里（スンホリ）であり、黄龍水さんと一緒だったということです。黄龍水さんと一緒にいた勝湖里は、最初は石切り場で労働させられたが、なぜか待遇がよくなりました。

黄龍水さんの話によれば、外国から問い合わせが来ている人にまずい待遇をすれば、後で困ることになるということで、きっと待遇が良くなったのではないかということです。

黄龍水さんが最初孝三と会ったときは、過酷な労働をさせられて、黄龍水さんが弟を別れたときには、足が萎えて、生きる元気を失い滅入っていたというような表現をしていました。

（司会：宋　允復と芝田弘之氏の問答）

問：芝田孝三さんがスパイ容疑で捕まるきっかけは、実は、守る会（北朝鮮帰国者の生命と人権を守る会）で、青山健熙という方、この方も高校生のときに北朝鮮に渡り工作員となり、その後、逃げて帰ってきたという経歴をお持ちの方ですが、その青山さんから聞いた話しでは、芝田孝三さんが捕まったのは、日本人妻達が３年後の里帰りの約束を果たして欲しいという署名をやって、その取りまとめ役を芝田孝三さんにお願いし、そのために芝田孝三さんが捕まって収容所に送り込まれてしまったというお話はお聞きになっていますか。

答：「北朝鮮という悪魔」という青山健熙さんが書いた本の中にそのことが書いてあります。私の弟が生きていた時に、弟のアパートへ行ってくれたのは彼だけだったのです。１回目は留守で本人には会えなかったらしいのですが、部屋の中には○○という本があったとか。２回目は会っています。ですから青山さんは弟の暮らしを知っている唯一の方です。

（司会：宋　允復）

　資料にもありますが１９６０年１０月の手紙で、芝田孝三さんは、「日本に帰るつもり」だと書いて送って、その翌年に来た手紙では、１９６０年１０月には、もう療養所に行ってしまったと奥さんから手紙が来ていると。そしてその療養所というのが恐らくそういう所（収容所）に送り込まれたと思います。

　黄龍水さんの証言によって平壌郊外の勝湖里という収容所は、一級の政治犯それも政治犯本人を送り込む収容所であって、基本的には生きて出られない所だったらしいのですが、この情報が漏れたこと事によって北朝鮮は大変慌てて、収容所を閉鎖して、囚人を他の所に分散して移し、一般の刑務所であるかのように装って、１９９４年、１９９５年にアムネスティーの査察を入れて、人道的な処遇をしている一般的な刑務所であり、政治犯収容所ではないと言っているということが伝えられています。

　そして、これからお話いただく金民柱（キムミンジュ）さんは済州島４．３事件という朝鮮戦争後、韓国で共産ゲリラが蜂起したことに関わりのある方で、歴史の証人でもあり、北朝鮮帰国者の人権を守る会の設立当時の代表でもあり、総連系で永らく活動されていて、帰国事業で北朝鮮に渡った弟さんが収容所に送りになって殺されたということです。ではお願いします。

【金 民柱氏】

　先程、芝田さんのお話の中で出ました勝湖里は、北朝鮮に生きている弟が１４年間入れられていた所です。勝湖里について、韓国の姜哲煥（カンチョルファン）に聞いたら、そこは、刑の軽い人達が入れられている所だから命に危険はないだろうと言ってくれました。それで安心しておりましたが、最近、どういうわけか釈放されて元山に戻っております。

　北朝鮮に渡った二人の弟のうち一人は死に、一人は生きています。生きているのが下の弟です。現在、生きている下の弟から２、３年前に手紙が届きました。これまで自分が北朝鮮で見聞し、体験したことを逐一連絡してくるんですが、この弟が、北朝鮮に行った在日同胞に架空の人物の名前を名乗り、切手代を払って、在日の方が日本に帰国したときに日本で投函してもらっていたという過程の中で、いろいろ伝えてくるわけですが、手紙に書かれている内容がどこまで事実に近いのかわかりませんが、私には非常に力になると思っています。

（司会：宋　允復と金民柱氏の問答）

問：日本から北朝鮮に一時訪問する在日朝鮮人に、人伝てに渡して日本で投函してもらうということですか。

答：そうです。ですが切手代を払わなければだめらしいんです。しかし、どういうわけか、私宛の手紙には兄さんとか兄貴という言葉はありません。「何だこの野郎、お前は日本で生き永らえてノホホンとしているから、俺はお前に兄貴とは言わない」と、そういうつもりはないという書き出しから本題に入り「金を送れ、物を送れ、何故お前は北朝鮮に来ないんだ」という差し迫った問題を要求してくるわけです。

　　死んだ弟は、肉親が言うのも何ですが、１９５９年に日本に密入国し、すぐ東京の朝鮮中高級学校へ入学させました。何故すぐに入学させられたかというと、父親がそこの理事長をしていましたから可能だったわけです。
しかし、大学受験は受け入れてもらえず、家族会議で弟は北朝鮮に帰ることになりました。当時の状況から言いますと、私の家では北朝鮮に帰るのは家族７人のうち私以外は賛成で、反対したのは私だけでした。

　　反対した理由としては、済州島に母親もいるわけですから、そんなことをしたら困ると、後々まで済州島から恨まれると思い反対したわけです。

問：共産主義の北朝鮮の中に親族から渡った者がいると、韓国で暮らしている親族に迷惑がかかるということですか。

答：そうです。それで問題になっている私のことが、スパイだと言われているわけですが、その次に、親父のこともそれに準じてあの親父も悪いんだということになり、親父も私もスパイということになりました。

何故スパイということになったかということですが、北朝鮮に開城というところがありますが、そこに私の２歳上の叔父で文某という男が労働党開城支部の宣伝部長をしていた有名な男がいました。

何故、文某という男が有名なのかと言いますと、私と文某は仁川の刑務所に入っていたんです。監房は違いますが（朝鮮戦争時）。

ある時、北朝鮮の兵士が仁川(インチョン)刑務所に入ってきて、扉を強引に開け囚人を全員北朝鮮に連行しようとしました。

ところが、私を含めて７、８人の済州島出身者の囚人だけは「ゆっくりと考えて行動する」と言って監房から出ようとしなかった。そしたら、そこへ北朝鮮の偉い奴がやってきて「お前達は何故出ないんだ」と言うので、私達は「もうちょっと様子を見ながら行動したい」と「行けと言われてもどこへ行けばいいかわからないし、私達の希望もある」と言ったら、何やら言っていましたが、何れにしても俺について来いということで表に引きずり出されました。

表の正門を出たときに、私の叔父の文某がいました。私は手に刑務所の教会にあった英語の辞書を持っていましたが、刑務所の脇に通用門があり、その通用門を出た途端文は「俺達の時代がやってきたんだよ！お前手に何で辞書なんか持っているんだ、そんなもの捨ててしまえ」と、しかし私は「そんなこと言われても、まだ新しいし、もったいない」と言ったら「うるさい、この野郎」と言って頭を殴られ、辞書を取り上げられ、ドブに捨てられてしまいました。

このような、いきさつがありました。囚人を乗せたトラックが出発してしまい、私達は二人に韓国側の兵隊が「中に入れ」と尻を蹴ったので文が文句を言っていましたが、その後、彼は北朝鮮に入り訓練を受け南に来たらしいのです。

問：朝鮮戦争勃発前に金民柱さんは仁川の刑務所に放り込まれていた。それは共産主義活動をしたことで入れられていたのですか。

答：４．３事件のゲリラ活動をしていたからです。

（金日成総合大学で金正日は２年先輩）

　話は戻りますが、それから文一族に監視の目を向けられるようになりましたが、その監視の目をまともに受けたのが、死んだ上の弟でした。まず、弟が北朝鮮に帰るときに、まさか親戚の者が「あいつはスパイだ、悪い奴だ」とは言うことで、まさか責めることはないだろうと思って、「北朝鮮の開城の宣伝部長をやっている偉いのがいるから、それに会ってみなさい、お前の親戚でもあり、これまで済州島にいるときから世話になっているから」と弟に言ったんです。

　そしたら弟は、北朝鮮に行き文を訪ねたわけです。そうした時に「お前の兄貴はどうして来ないんだ」文某は言ったわけです。弟は「年老いた父親もいるし、仕事もあるから来ませんでした」と言ったそうですが、文某は弟に「お前の兄貴は悪い奴だ、刑務所の中で米軍にスパイ教育を受けてスパイ活動をしていて、日本に行けたのも米軍のおかげで行けたのではないか」と言ったそうです。

　私が日本にくることが出来たのは、米軍の牧師が親父に連絡を取ってくれてからでした。親父は当時、新宿の朝鮮総連の委員長をしていて、親父の知り合いに「俺の倅は、米軍と仲良くなって、東京に来られるようになったのもその人の斡旋で来たみたいだ」と冗談で言ってしまっているわけで、それで「委員長の倅は米軍の手先だ」ということが北朝鮮に伝わったわけです。

　死んだ弟が文某のところに出入りするようになったのは、「委員長の倅は米軍のスパイだ」ということが文某の耳に入った後でした。弟は文某に私のことをいろいろ穿り返されて「明日から来なくてもいい」と出入りを禁止されたわけです。

　死んだ弟は１９６２年に北朝鮮に帰り、文某にしつこく監視された状況の中で、何とか金日成総合大学に入ることができました。大学では地球物理学を専攻させられました。当時流行っていたのはマスゲームで、当時大学の２年先輩に金正日がいて、マスゲームの指揮、監督をしていました。

　そのうちに鉱石を分析するところに移されました。そこには鉱石を「Ｘ－ＲＡＹ」という機会の内部に置くと数分で６種類の成分分析をするらしいのですが、その機会は日本にしかありませんでした。それで、日本から取り寄せて欲しいと内緒の手紙をよこし、私はその機械の工場を探し送ることになるのですが、その機械は当時１台１０００万円くらいしました。

　値段が非常に高く躊躇していたら「兄さん悪いけど朝鮮総連に行って相談してくれ、そしてお金のある人と協力して送って欲しい、これは学校で使うものだから」という約束まで取り付けたのですが、文某が「お前の兄貴はスパイだから何するかわからん、そのＸ－ＲＡＹを持ってきて北朝鮮の至る所の写真を撮って日本へ送るんだろう」という捏造が流行りました。

　話は変わりますが、私が守る会（北朝鮮帰国者の人権を守る会）に参加してから、北朝鮮の警察から脅迫を受けたことがあります。このことを地元の警察に行って話したところ「えっ、そんなことかあるんですか」と取り合ってくれません。総連の男１名が北朝鮮の警察を連れて私の家に来て「弁護士証明書を見せてくれ、外国人登録証を見せてくれ」と言っていました。総連の男もいるからいいかと思い、そのまま見せたところ「民柱さんもう少し静かにしてくれ、そしたらあんたの弟の命は対丈夫だ」と言い、「お前の甥っ子は成績も抜群によく、平壌（ピョンヤン）の学校に責任持って連れてきてやる」と、そして総連から北朝鮮男に私が「今の話ちゃんと聞いたよな」と言ったら、総連の男は「聞いたけどお前はちょっと喋りすぎじゃないか」と言っていましたが、これからお互い仲良くやっていこうじゃないかと言って帰っていきました。

　こういう諸々のことが、北朝鮮から言われている私がスパイになって悪いことをしているという言いがかりです。

（親父の訪朝）

親父が１９７９年に家族訪問をする日になったとき、総連から使いの者が来て「お年寄り、今回だけは我慢してくれ、次は間違いなく行かせてあげるから」というようなことを言われて、それから親父の訪朝が実現しないまま２年後の１９８１年に亡くなりました。当時コウラクエン観光という北朝鮮のスパイ機関がありました。その責任者は、私の遠縁でした。親父もよく知っていますし、朝鮮総連の東京本部の委員長をやっていた男だから良く知っていました。そのコウラクエン観光の責任者が北朝鮮に行って、北朝鮮の実情を調べてきて、親父の訪朝にストップをかけたのではないかと思っています。

（小川晴久：NO FENCE副代表と金民柱氏の問答）

問：上の弟さんはいつ頃、収容所の中ではどういう仕事をしていたかお話ください。

答：上の弟が収容所で何をしていたのかは、私は確認していません。

問：収容所で学校の先生をしていたんじゃないのですか。

答：それは刑の軽い頃の話で、初期の頃です。

　　下の弟から来る手紙で一番ショックなのは、弟が金を送れというときのように、頼み事があるときは兄さんというふうに書いてきますが、そうでないときは、「金民柱に」というふうに呼び捨てで書いてきます。

（司会：宋　允復）

　手紙の内容を見ますと朝鮮語で書かれていますが、「反革命分子」「あなたは我が党と国家、我が革命に背いた反革命分子であって、我が祖国の敵であるのみならず、可哀想な兄弟の仇であり、可哀想にも異国の地で、ただひたすら祖国と革命のために生命の最後の瞬間まで戦った烈士である、我が父の顔に泥を塗りつけたものである。あなたに対して、墓の中で涙を流している父を考えると、あなたを始めとする、あなたの家族に限りない憎悪をもって今日この手紙を書いている」と、書き出しからこうなっています。

（司会：宋　允復と金民柱氏の問答）

問：これは何のためにこのような手紙を送ってくるのですか。

答：これはさっきの文某のスパイ事件と関係しているわけです。

問：北朝鮮に行った叔父に「兄貴は米軍のスパイとなったために、この人は北朝鮮で苦しい生活を送ることになったということですか。

答：これを党にも報告しています。

（司会：宋　允復）

要するに弟さんからしても、こういう手紙を兄貴に送りつけるということが、北朝鮮でのアリバイになるわけで、当局に忠誠を誓い「兄貴に対して絶対的批判をしているぞ」という証拠を残すということが、弟さんが北朝鮮で生きのびる手段なのです。

（小川晴久）

　今日、金民柱さんが強調してきたことは、北朝鮮に帰った自分の二人の弟が北朝鮮で、お前の兄貴はスパイであるという形で収容所に入れられて、苦労させられた。自分と自分の父親が米軍のスパイの容疑で、北朝鮮に渡った弟達が苦労してきたということを強調されたいようでした。

　その米軍のスパイであるということの説明が十分ではなく、金民柱さんは、１９４８年４月３日済州島４．３事件が勃発した時、１３，１４歳で少年兵として参加して、韓国と米国の連合軍に捕まってしまうわけです。そして、仁川の捕虜収容所に収容されていた時に、朝鮮戦争が勃発して、北朝鮮の軍隊によって開放されたわけです。

　そして、その後は、北朝鮮の軍人として行動させられ、朝鮮戦争の最中南で捕まって、巨済島の捕虜収容所に入れられるわけです。そういう経緯があって金民柱さんは済州島出身ですし、米国の牧師さんの話が出てきましたが、それは捕虜収容所を出てからの話で、その牧師さんの接触で、お前の父親は日本にいるんだということで、メッセンジャーの役割を牧師さんが果たしてくれたということがあり、それを聞いた父親がとても喜び、周りに牧師さんの話をして、それが米国のスパイだというレッテルを貼られやすくしたことが前提にあるようです。

　今日は亡くなった弟さんの話をしてもらう予定でした。亡くなった弟さんは、とても優秀な方で、金日成総合大学で地球物理（地質学）を学び、卒業しました。当時、金正日が２年上の学友だったらしいのですが、マスゲームの方法を考案したのは、金民柱さんの弟さんらしいです。

　それを金正日が自分の手柄にしているそうですが、その後、中央工業研究所に配属され、平壌では高級幹部の住むアパートで生活していて、そして、結婚して子供二人できたということが、１９９１年１１月の月間朝日に詳細に書かれております。

　金民柱さんが始めて実名で、弟が収容所に入れられたことを、日本では多分最初だと思われますが、収容所のことを実名で告発した方が、この金民柱さんです。

　その後、１９６９年あたりから、上の弟さんの手紙の内容がおかしくなってきたらしいのです。そして、１９７３年のある晩、一家揃っていなくなってしまいます。そして、奥さんとは強制離婚させられ、二人の子供は里子に出されるということになります。そして、お父さんは息子の便りがなくなったものですから、１９７３年以降に家族訪問をしたいと。

朝鮮総連は１９７９年から家族訪問を許可し、真っ先に申請しました。最初は、北朝鮮の方では、息子さんが殺されているとか、収容所に入っているということがわかっていましたから、朝鮮総連の幹部は、いざ船に乗る段階になって「親父さん今回だけは事情が良くなくて、我慢してくれ」という話になって、お父さんはショックを受けて２年後に亡くなられたということです。

上の弟さんは１９８０年頃に収容所で亡くなったようだということと、原因は兄貴が米国のスパイであるということを１９８８年頃に、下の弟さんからの手紙でわかったそうです。

（司会：宋　允復）

　生き残った弟さんが、北朝鮮で生きのびるために、兄貴に次々に送りつけてくる憎悪の手紙を紹介します。

　「金民柱に」この間あなたを始め、あなたを積極的に焚きつけてきた人間達は皆無事なのか。ただ身寄りのない可哀想な母はどんなに苦しんでいるか、それが知りたい。私達は、あなたがそのような背恩忘徳の行動をする前であった昨年８月までは、それでも我が家の息子達、我が家族の長男として、あなたを信じていた。しかしあなたは、我が党と国家、我が革命に背く反革命分子であり、我が祖国の仇であるのみならず、我が家族、可哀想な我が兄弟の仇であり、可哀想に異国の地でただひたすら祖国と革命のために、命の最後の瞬間まで闘おうとして烈死した父の顔に泥を塗ったあなたに対して、墓の中でも涙を流しているのであろう父のことを考えると、あなたを始めとする、あなたの家族に限りない憎悪を持って今日この手紙を書いている。あなたが誤りに気付かず、そのままその道を進むというならば、私の手でお前を殺してしまうぞ。・・・・・・

（小川晴久）

　その手紙は１９９２年５月に届いたもので、１９９１年に金民柱さんが告発したときのことを言っているわけです。

　１９９１年１１月号（月間朝日）で告発されて、その後、在日朝鮮人の運動を始めるんですね。そして、１９９３年１１月７日に証言集会をやり、１９９４年２月２０日に北朝鮮帰国者の人権を守る会が発足するわけです。

（小川晴久：「芝田弘之さん証言の補足及び感想」）

　デビット・ホークさんが４月１３日から１７日まで日本に来られて、第２次調査をされました。最初に出した報告書は２０００年以前の実態で、それ以降２００２年、国際刑事裁判所が出来た以降のデータが必要であるということで、ソウルで調査をした後日本に来られ、帰国事業で帰った人達の人権侵害の調査をしていなかった。今回、芝田さん、金民柱さんの弟さんが収容所で殺されたということで、集中的にインタビューをしていただきました。その時に資料作り等でお世話したことがありまして、芝田さん一家のことを調べれば調べるほど、特に今日初めて知ったことは、奥さんの申性淑さん、ここで詳しい経歴を弘之さんが書いてくださっています。申性淑さんは中国の上海で生まれているとか、父親は朝鮮人だけど母親は中国人と日本人の混血である、その申性淑が終戦後日本に渡ってきた。そして子供達のためにということで、勿論前夫を死別した後で、芝田孝三さんと出会った。

　芝田孝三さんも奥さんも全く悪いところはないんです。こんなに善良な人はいないという、特に孝三さんの場合ですけれども、孝三さんは北朝鮮に渡り、２年後に日本人妻の里帰りということを朝鮮総連は約束していたんですね。それで、１９６２年に日本人妻の人達が動き出すんです。それで、芝田孝三さんは労働省の役人でしたから、政府嘆願の文書を書くのはうまいだろうと、それで芝田孝三さんに嘆願書を書くように日本人妻達が頼んだんです。

　それでその先頭に立った。それがもとで取調べが始まり、２年後の１９６４年に２０年の労働強化刑を受けて服役することになりますが、１９８４年に２０年の刑期がきても当局は出さない。「お前は出しても働くところがないから、このままここにいろ」ということで、なお、強制収容所に入れられたままで、そこに捕まって勝湖里に入ってきた黄龍水という人と出会うことになります。

　お兄さんに伺いましたら、黄龍水さんと孝三さんは勝湖里で一緒だったんです。龍水さんという人が芝田孝三さんから詳しい話を聞いているんです。

　それが先程の話ですと、１９９３年に、まず韓国で週刊文春の記者がそれをキャッチし週刊文春に書いて、芝田孝三さんが捕まってからどうなったかというのは、黄龍水さんは収容所の中で詳しく聞いているわけです。

ですから、まだ黄龍水さんは中国で健在だと思いますから、もう少し聞く機会があるだろうと思います。

　この芝田孝三さんのケースを調べれば調べるほど、何故こんな善良な人が捕まり、刑期満了なのに釈放されず、足が立たない状態で意識も萎えていたらしいです。

　黄龍水さんは１９９０年初めに釈放されている。その釈放前に勝湖里にいたということを証言してくれたわけです。それから子供ですが、前夫との子供二人、幸三さんとの子供が一人の３人いるはずなんですよ。当局が言うには１９９０年１月に芝田孝三さんを釈放し、３月に一家５人が列車に乗っている間に、列車転覆事故で一家５人死亡ということを、北朝鮮がアムネスティーに回答してきた。

　この回答の仕方というのは曺浩平さん一家の死亡通知とよく似ているんです。曺浩平さんの場合も一家全員が東海岸で船に乗って脱出を図ったので海上で射殺されたというんです。これが北朝鮮当局の回答なんです。

　小泉さんが訪朝した時にも、８名死亡という中にも列車事故で死亡したとか、交通事故で死亡したとか、ワンパターンですね。その走りが芝田さんとか曺浩平さんなんですよ。

　だから、こういう北朝鮮の死亡の発表の仕方は問題がある。子供さん達は生きている可能性があるかも知れませんね。そういうことも含めて、奥さんの申性淑がどうなっているということもありますが、我々は眠らせておいてはいけないと、芝田孝三さん一家のケース、また他にもいらっしゃいますが。この機会に、今日のお話がきっかけになるんですが、芝田さん一家のことを我々が良く調べて、生きている人達がいる可能性もありますし、仇をとらないと芝田孝三さんという方は全く浮かばれないと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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